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「Ｊブルークレジット®」制度概要

Permanent Planet株式会社
代表取締役 池田 陸郎
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Permanent Planetは「未来に地球を残したい」をコン
セプトに、環境経営支援・環境教育事業を行う会社です
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会社概要

会社概要 代表プロフィール

会社名 Permanent Planet株式会社

住所 神奈川県逗子市逗子
1-6-27-402

代表 池田陸郎

資本金 1,000,000 円

主な事業 ESG経営支援（脱炭素等）
次世代教育・アウトドアイベントの企画運営

設立 2022年7月7日

氏名：池田陸郎
経歴：早稲田大学政治経済学部卒。

新卒で東レに入社。その後葉山のアウトドア企業の立ち上げ
を経て、脱炭素コンサル会社で企業自治体のESG推進を支
援。
デジタルグリッド株式会社RE Manager
バイオシードテクノロジーズ株式会社 サステナブルアドバイザー
株式会社大川印刷顧問
ジャパンブルーエコノミー技術研究組合オフセット事務局
横浜グリーン購入ネットワーク 事務局長
ALLGOOD COLLECTIVE(Allbirdsアンバサダー)

web https://www.permanent-planet.com/

SNS
https://www.facebook.com/Permane
ntPlanet.inc
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代表の担当事業・講演等

最近の主な講演・寄稿など

平成29～令和4年度 横浜市 横浜ブルーカーボン・オフセット制度運営・調査検討業務委託
令和3年度 内閣府 沖縄型産業中核人材育成事業「SDGs×観光産業持続可能な沖縄観光業界の人材育成プログラム」
令和3年度 環境省 ブロックチェーン技術を活用したCO2削減価値創出モデル事業
令和3年度 国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 Jブルークレジット活用ガイドライン策定補助業務
令和3～4年度 善通寺市 善通寺市再生可能エネルギー導入促進支援業務
令和4年度 西条市 地域再エネ導入戦略策定支援業務
平成25年～令和5年度 東北経済産業局 国内における温室効果ガス排出削減・吸収量認証(J-クレジット) 制度委託
令和5年度 環境省 ナッジ×デジタルによる脱炭素型ライフスタイル転換促進事業内部検討委員
令和5年度～7年度 ジャパンブルーエコノミー技術研究組合 Jブルークレジット・カーボンオフセット事務局
令和5年度～7年度 善通寺市市民参加型ＳＤＧs推進プロジェクト実施業務
令和5年度～7年度 日南市SDGsワークショップ運営事務局
令和6年度～7年度 国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所 Jブルークレジット運用システムの改良・運営補助業
務

最近の主な担当公共事業

令和7年
6月 GPN・LCAF共催セミナー「製品のCFP算定に向けた“最初”の１歩 －ライフサイクル思考の重要性－」講演
3月 GPN・NACS共催セミナー「消費者の視点で考えるカーボンフットプリント」講演
3月 逗子市「神奈川県青少年環境会議」 ワークショップファシリテーター
1月 インド自動車部品工業会「脱炭素経営に向けた実践的な取り組み研修」講師
令和6年
12月 GPN News 対談環境配慮の認識、行動を浸透させるために～自分事化へのアプローチ～ 対談
9月 ASEAN(タイ) 「GX/DX人材育成支援プログラム」 講師
2月 公益社団法人横浜中法人会「脱炭素経営セミナー」 講演
2月 公益財団法人横浜観光コンベンション・ビューロー「マイスにおける脱炭素対応」 講演
2月 公益社団法人日本下水道協会「脱炭素経営セミナー」 講演
1月 一般財団法人HAL財団「新しい農業のビジネスを考えるトークセッション」 登壇
令和5年～令和6年 環境省「地域脱炭素ステップアップ講座」香川県、山口県、三重県 講演・ファシリテーター
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講師自己紹介

主な山岳ランニング活動など

• サスティナブル善通寺2050プロジェクト
• 湘南青少年環境会議
• ブルーカーボンプロジェクト
• 湘南国際マラソン・カーボンオフセット企画
• ユニバーサル100名山プロジェクト
• 日南市SDGsワークショッププロジェクト

SDGs関連のプロジェクト企画実績

Allbirds ALLGOOD COLLECTIVE
(Allbirdsアンバサダー)
100％天然素材で作られるシューズ
メーカーのアンバサダーとして、自然に
負荷をかけずに山を歩き、走るライフ
スタイルを発信中。

2025年6月 DEEP JAPAN 171km
6月 H3(箱根外輪山3周）160km

           4月 mt.FUJI100 166㎞
2024年11月 仙元山 100mile

4月 mt.FUJI100 166㎞
2023年9月 信越五岳トレイルランニングレース 163㎞
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環境経営支援と自然・アウトドアを領域に企業と自然が
共生できる社会を次世代に残すことを目指しています
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事業概要

ESG経営
支援

自然
教育

アウトドア

CO2排出量
算定

脱炭素
経営支援

再エネ調達

SDGs経営

事業、製品製造、サービス展開、イベント
開催のCO2排出量や削減効果の算定

企業・自治体の脱炭素経営支援、CDP
回答・SBT認定取得支援、省エネ施策
支援、カーボンオフセット企画支援など

事業やイベント等の使用電力の再エネ化
（電源マッチング、環境価値調達）

事業展開におけるSDGsの実装支援、
企業や自治体などのSDGs推進スキーム
構築、ESG経営、BCP策定支援

自然由来
クレジット

生物多様性

情報開示

ネイチャー
ツーリズム

Jブルークレジットの創出・活用支援
J-クレジット制度登録・認証支援

土壌動物調査、植生地毎木調査、植生復
元、OECM対応、TNFD開示の支援

自然×ランニングモデルコースの策定支援、
地域の自然スポットランニングイベント企画
運営

チーム
ビルディング

中高大学生向け次世代ワークショップ、従
業員満足度調査、企業倫理ヘルプライン
設置、各種ワークショップの開催等
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環境価値「クレジット」の使い方
～コンプライアンスクレジットとボランタリークレジット～
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• コンプライアンスクレジット
国や国際機関が定める温室効果ガスの
排出削減目標を達成するために、利用
可能なカーボンクレジット。

• ボランタリークレジット
企業や個人が自主的な温室効果ガスの
排出削減やカーボンオフセットを目的として
利用するカーボンクレジット

クレジットの種類について

温対法やGX-ETSにおいて削減対策
としての活用が認められています。

ボランタリークレジットですが、
GX-ETSの適格クレジットとして承認
されました。

GHGプロトコル上、削減策としての活用は
認められていないボランタリーなクレジット

総量削減義務と排出量取引制度
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Ｊブルークレジット®は GX-ETSの第１フェーズにおいて
利⽤可能な適格カーボン・クレジットとして承認を受けてい
ます。※2024年10月現在 認証・発行済の54プロジェクト
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承認によって、
GXリーグでの活用が可能となりました。

Jブルークレジット®について

※GX-ETSにおける適格カーボン・クレジットの活用に関するガイドラインより
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Ｊブルークレジット®は GX-ETSの第１フェーズにおいて
利⽤可能な適格カーボン・クレジットとして承認を受けてい
ます。※2025年10月現在 認証・発行済の54プロジェクト番号が発行されている。
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Jブルークレジット®について
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Jブルークレジット®はブルーカーボンをジャパンブルーエコノ
ミー技術研究組合が認証・発行・管理する独自のカーボン・
クレジットです
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Jブルークレジット®とは

・海洋の炭素吸収力が高い
海は地球全体のCO₂排出量の約30%を吸収。

・炭素貯蔵が長期にわたる
海底に堆積した炭素は、なかなか分解されず、数千
年間保存されます。浅い海域（海洋全体の<1%）の
海底で貯留されるブルーカーボンは、海洋全体の約
80%を占めます。

・気候変動対策と生物多様性
保全に貢献
ブルーカーボン生態系は、CO₂の吸収だけでなく、津波
や高潮の防御、漁業資源の保全にも寄与します。

ブルーカーボンとは 大気中の二酸化炭素が海に吸収され、海底
や水中生物などに貯蔵された炭素のこと。



© Permanent Planet Corporation

Jブルークレジット®と森林クレジットの特徴

グリーンカーボンが主に「植物体内」であるのに対し、ブルーカーボンは「海底
の堆積物中など植物対外」となっており、炭素貯留の持続性が高いことが特
徴です。

Ｊブルークレジット®認証申請の手引き
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Jブルークレジット®制度について

漁業において海洋生物を育成する漁業者や海洋環境の保全活動を行う
市民団体をクレジット創出者とし、民間企業の様々な脱炭素需要へクレ
ジット取引を行う制度。
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「Ｊブルークレジット®」制度活⽤によるメリット
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Jブルークレジット®制度について

【創出者】
◆新たな資金源の確保
◆持続可能な漁業活動
◆生物多様性の保護
◆地域の子どもたちへの環境教育
◆自然環境の観光価値向上

【活用者】
◆海洋環境改善活動の支援
◆気候変動対策への貢献
◆社員・消費者に対する
環境問題への普及啓発

◆生物多様性の保護

創出者
（漁業者など）

持続可能な
豊かな海づくり

活用者
（企業など）

利活用による資金循環によって、豊かな海づくりに貢献します。
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『Ｊブルークレジット®認証申請の手引き』

Jブルークレジット®制度について

◆制度概要
◆申請の手引き
◆CO2吸収量の把握方法など
◆CO2吸収活動の調査方法など
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Jブルークレジット®の創出要件など
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Jブルークレジット®の申請手順
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Jブルークレジット®創出量＝CO2吸収量の算出方法

クロロフィルa量＝植物プランクトンなどの光合成生物(バイオマス)の量
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Jブルークレジット®創出量＝現地のモニタリング方法

【被度を考慮した面積の把握方法】
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Jブルークレジット®創出量＝現地のモニタリング方法

【分布面積の把握方法】

【養殖施設の面積・ロープ長の把握方法】
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Jブルークレジット®創出量＝現地のモニタリング方法
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Jブルークレジット®創出事例
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Jブルークレジット®創出事例



© Permanent Planet Corporation 22

Jブルークレジット®創出事例
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Jブルークレジット®創出事例
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活⽤実績例 Jブルークレジット®創出事例
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活⽤実績例 Jブルークレジット®創出事例
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国内初
モズクのJブルークレジットの認証

活⽤実績例 Jブルークレジット®創出事例

勝連漁協の皆さんの漁業
の記録をデータ化し、モズク
の収穫量や育成技術を分
析。生産量のアップと生物
多様の保全、データを活用
したクレジット認証（2025
年1月）を実現。
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Jブルークレジット®制度の利⽤について

https://www.blueeconomy.jp/credit

https://www.blueeconomy.jp/credit


© Permanent Planet Corporation 28

Jブルークレジット®制度の購入について
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海洋関連の国際会議をオフセット。創出・活⽤の両面から
広く取り組みを公表。（J-POWER）

Jブルークレジット・カーボンオフセット証書と日経新聞掲載記事

活⽤実績例 国際会議×ブルーカーボン

国際会議など海外からの渡航者からも理解を得られる取
組となり、活用のみならず創出面からも注目されました。



免責事項

本資料は営業提案を目的に当社が作成したものですが、記載されている情報は資料作成時点の当社の判断に基づいて作成されており、市場環境や当社の関連する業
界動向、その他内部・外部要因等により変動する可能性があります。また、本資料に記載されている市場情報などに関わる情報は、公開情報などから引用したものであり、
情報の正確性および完全性について保証するものではありません。本資料に記載されている情報はその実現・達成を約束するものではなく、また今後、予告なしに変更され
ることがあります。本資料利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。また、本資料の権利は当社に属しており、無断での複製、転送等を行
わないようお願いいたします。
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